
 

 
 
 
 
 

平成 27 年度  

 
九州都市学会	 総会	 議案書  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日時：平成 27年 5月 30日（土） 

場所：久留米大学御井キャンパス	 81B教室 

  



 

九州都市学会	 総会	 次第  

 
1. 開会宣言 

 
2. 議長（1名）選出 

 
3. 書記（1名）選出 

 
4. 議案 
	 第 1号議案	 平成 26年度活動報告 
	 第 2号議案	 平成 26年度決算報告 
	 第 3号議案	 平成 27年度事業計画等 
	 第 4号議案	 平成 27年度予算（案） 
 
5. その他 
 
6. 閉会宣言 
 
  



 

第 1 号議案	 平成 26 年度活動報告  

	  
1.平成 26年度	 九州都市学会総会および研究発表会 
	 平成 26年 5月 31日（土）	 	 久留米大学御井キャンパス 81B教室 
 

研究発表会 
1)若杉優貴（久留米大学・院） 
	 「大型店移転の少ない閉鎖商圏における中心商店街と消費行動の変容」 
2) 橋田光太郎（北九州市立高等理容美容学校） 
「イベント・祭りから見た小倉都心部の場所性に関する研究」 

3) 萩島哲（九州大学名誉教授） 
「ベルナルド・ベロットが描いた風景画と実景の比較研究―複眼の景観―」 

	 	 	 4)松内紀之（倉敷市立短期大学） 
	 	 	 	 「黎明期の博多祇園山笠における縄の巻き方」 

	 5)堤昌文（西日本工業大学）・石橋知也（福岡大学） 
	 	 	 	 「観光地の同行とビジターの行動分析」 

	 6)堤昌文（西日本工業大学） 
	 	 	 	 「新しい都市学を考える」 
 

エクスカーション 
八女市福島の重要伝統的建造物群保存地区の見学 
仏壇工房見学 

 
懇親会 
	 会場：魚眞 
 

2.平成 26年度例会 
	 	 平成 26年 12月 7日（日）	 	 久留米大学福岡サテライト 

1)堤昌文（西日本工業大学） 
	 「新しい都市学についての私見」 

2)早川信介（西日本工業大学） 
	 	 	 「京築広域景観計画地域における橋梁の長寿命化計画について 

ー福岡県京都郡苅田町の事例 その 2ー」 
3)畠中昌教（久留米大学） 

	 	 	 「スペインのジオパーク」 



 

4)若杉優貴（久留米大学・院） 
	 「都城市の百貨店跡再開発における問題点とその評価」 

5)任大欣（久留米大学・院） 
	 	 「中国の都市近郊における農村観光の展開―青島市を事例として―」 

 
3.九州都市学会会報の発行 
 
4.日本都市学会論文審査担当事務局 
	 	 日本都市学会論文審査担当事務局を九州都市学会が引き受けることになり、 

外井先生に担当をお願いした。投稿論文の審査依頼業務が進められてきた。 
 
5.新役員の確定（平成 26年度の臨時総会にて確定） 

顧問：原田統之介、柴田一郎、北村速雄 
役員：会長	 堤	 昌文（本部理事） 

	 	 	 	 	 	 	 	 外井哲志（本部常任理事） 
	 	 	 	 	 	 	 	 浅見良露（本部理事） 
	 	 	 	 	 	 	 	 畠中昌教（事務担当理事） 

監事：	 	 	 九十九誠、橋田光太郎 
理事：三浦典子、堤昌文、堂前亮平、田仲豊治、外井哲志、浅見良露、中島洋、 

萩島哲、石川雄一、早川信介、松内紀之、山口有紀子、山下永子 
 

支部事務局担当 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 一般事務（事務、会計、広報など）・・・高木	 恵 

畠中昌教	 	 	 	 	 	 会員の管理	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  ・・・篠倉大樹 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 HP作成・管理                 ・・・上野由希子 
  



 

第 2 号議案	 平成 26 年度決算報告  

 
（平成 26年 4月 1日～平成 27年 3月 31日まで） 
 項目 平成 26年度予算 

（円） 
平成 26年度決算 

（円） 
備考 

 
収 
入 

前期繰越金 720,620 720,620  
会費収入 300,000 335,000  
大会関係費 0 0  
利息 0 80  
書籍販売金 5,000 40,000  
雑収入 2,000 1,540  
収入合計 1,027,620   

     
 
支 
出 

本部負担金 200,000 212,000  
本部負担金※ 200,000 189,325 H25年度の借入金返済 
大会関係費 0 0  
交通費 10,000 0 事務員の移動費 
事務用品費 10,000 2,288 宛名シール、封筒 
会議費 5,000 0  
通信費 50,000 24,163 ハガキ、切手、HP作成 
謝礼 5,000 6,000  
雑費 1,000 2,160  
予備費 108,295 0  
次期繰越金 480,000   
支出合計 1,027,620   

 
  



 

第 3 号議案	 平成 27 年度事業所計画等  

 
1.平成 27年度九州都市学会総会および研究発表会 
  平成 27年 5月 30日（土）  久留米大学御井キャンパス 81B教室 
 

研究発表 
1)篠倉大樹（久留米大学・非） 

 「近世筑後川下流域における筑後川水運をめぐる地域間競合」  
2)外井哲志（九州大学） 

 「会員制高速バスの利用特性と持続可能性」 
3)石川雄一（長崎県立大学） 

 「公共交通指向の都市政策と地方中規模都市の公共交通の現状 
	 −九州の事例を中心に」 

4)堤昌文（西日本工業大学） 
 「新しい都市学を考える」 
 

エクスカーション 
熊本県荒尾市の万田坑跡見学 

     大牟田市内の商店街見学 
 

懇親会 
  会場：魚眞 

 
2.例会の実施 
	 	 日時および場所	 未定 
 
3.九州都市学会会報の発行 
4.日本都市学会論文審査担当事務局 
	 本年度も引き続いて外井先生に担当をお願いする。 
5.会員増をはかるために、学会誌（査読論文）発行の検討 
6.その他 
  



 

第 4 号議案	 平成 27 年度予算  

 
（平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日） 
 項目 平成 27年度予算 

（円） 
平成 27年度執行状況 

（円） 
備考 

 
収 
入 

前期繰越金    
会費収入 300,000   
大会関係費 0   
利息 0   
書籍販売金 5,000   
雑収入 2,000   
収入合計    

     
 
支 
出 

本部負担金 200,000   
大会関係費 0   
交通費 10,000  事務員の移動費 
事務用品費 10,000  宛名シール、封筒 
会議費 5,000   
通信費 50,000  ハガキ、切手、HP作成 
謝礼 5,000   
雑費 1,000   
予備費    
次期繰越金    
支出合計    

 
  



 

 
平成 26年度	 収支決算監査の結果について 

 
 
九州都市学会会則第 10 条 5 の規定に基づき、平成 26 年度九州都市学会収支決算につい

て、決算書、関係帳簿、証拠書類および預金通帳等を審査いたしました結果、適性に施行

されていると認められましたのでご報告します。 
 
 
平成 27年	 	 月	 	 日 
 
 

九州都市学会	 監事 
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